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○昨年１０月に城北ワンド（大阪市旭区）でイタセ

ンパラ（国指定の天然記念物、国内希少野生動植

物種）を放流しました。今回、それらから生まれ

た第二世代の稚魚を確認しました。城北ワンドで

野生の個体が確認されたのは、平成１７年以来で

９年ぶりになります。 

 

○城北ワンドは大阪市旭区の淀川河川敷に位置し、

かつてたくさんのイタセンパラが生息していた場所

です。現在、市民団体などが「淀川にイタセンパラ

を！」を合言葉に、魚類調査やブラックバスなど外

来魚の駆除、河川清掃等を行っています。 

 

 

○当研究所と国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所では、イタセンパラの野

生復帰事業に共同で取り組んでいます。野生復帰は着実に前進しており、イタセ

ンパラが定着する可能性が高まってきました。 

当研究所では、府民とともに、イタセンパラの野生復帰を成功させ、府内の生物

多様性保全活動が定着していくことを期待しています。 

 

○  なお、下記のとおり現地で報道関係者向けの説明会を行います。ぜひ、取材

いただきますようお願いします。 

 

説明場所 ： 城北ワンド３４号･３５号の間付近（菅原城北大橋下） 

説明日時 ： 平成２６年５月１１日（日） 午前９時から 

       ※説明会の参加申し込みは不要です。 

 

※当日、密漁対策として城北わんどイタセンパラ協議会（事務局：環境省近畿地

方環境事務所）の啓発活動及び淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワークによ

９年ぶりに城北ワンドでイタセンパラの稚魚を確認 

イタセンパラの野生復帰事業が着実に前進 
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る外来魚駆除釣り大会等の保全活動が行われます。 

 

○問い合わせ先 

大阪府立環境農林水産総合研究所 水生生物センター 

主幹研究員 上原一彦 (うえはら かずひこ) 

電話  ０７２－８３３－２７７０ 

 

国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 

副所長 久内 伸夫 (ひさうち のぶお) 

電話  ０７２－８４３－２８６１ 

 

○同時提供 

国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 : 近畿建設記者クラブ 

 

  



○報道関係者向け説明場所等案内図 

 

 

・ 自動車でお越しの場合は、淀川河川公園(太子橋地区)の駐車場をご利用下さい。 

（※豊里大橋南詰の側道へ進んで下さい。） 

太子橋地区公園の駐車場から約 1.4km、赤川地区公園の駐車場から約 1.4km です。 

・ 報道関係者用の駐車場を用意していません、出来るだけ公共交通機関でのご来場を

お願いいたします。 

・大阪市バス、城北公園前バス停より徒歩３分、京阪千林駅より徒歩４０分 

イタセンパラの稚魚の

説明会場所 

城北公園前バス停 

河川公園駐車場 


